
会合記録
9. OR学会の国際化について エンジニアリング

10. 第 11回 IFORS 開催国投票の件 .58年度入会(正会員)

( )内は人数 1 1.昭和58年度第 3 四半期収支決算 小野寺敬一パロース紛

表彰委員会 1 月 9 日(月) (5) 報告の件 治良隆弘 日本ユニパック紛

会計幹事会 1 月 10 日(火) (3) 12. 昭和59年度事業計画案の件 小笠原章博 小笠原技術土事務所

研究普及小委員会 1 月 10 日(火) (8) 13. 昭和59年度予算案の件 小田千佳 日本アイ・ピー・エム

三学会連合大会打合せ(日本OR 14. 日本学術会議法法改正と今後の 側

学会・日本経営工学会・日本品質 見通し 大沼加茂也埼玉県工業技術研究所

管理学会) 1 月 11 日(水) (10) 15. 文部省科研費特定研究について 北岡寛太郎 (財)鉄道弘済会

庶務幹事会 1 月 12 日(木) (8) 16. ORサロン制度の実施について 北川正彦札幌市突通局

モニター委員会 1 月 13 日(金) ( 3 ) 17. その他 北村 博 日本アイ・ピー・エム

OA化委員会 1 月 18 日(水) ( 3 ) 側

国際委員会 1 月 20日(金) ( 5 ) 
入退会

佐藤茂樹 目立電子サービス絢

理事会 1 月 25 日(水) (19) 坂出 準鹿島道路側

国際委員会 l 月 26 日(木) (4) (58.11. 19-59. 1. 25) 下平浩市森ピル管理制

第 5 園理事会様題 .58年度入会(正会員) 新開広也 日本情報サービス紛

(59.1.25) 石川武司相模工業大学 杉本公二日本電子計算紛

1.第 4 回理事会議事録承認の件 -移動(学生会員→正会員) 鳥越 昇防衛庁陸上自衛隊

2. 入退会承認の件 小林純一筑波大学→神奈川県厚 直江憲一エンジニアリングプラ

3. 除名対象者(昭和57， 58年度会 木土木事務所 スチックス側

費未納)について 坂元克博青山学院大学→青山学 長栄邦夫側南北社

4. 研究部会の新設立立びに継続申請 院大学 永久洋治山口大学

の件 桜井 隆工学院大学→日鉄カー 野須 潔 日本電信電話公社横須

5. 第 4 回ORセミナー終了報告の テンオール脚 賀研究所

件 庄田公彦神戸商科大学→東京芝 福回 明正川崎製鉄骨精

6. 三学会連合大会の件 浦電気紛 柳原紀彦川崎製鉄側

7. 優秀図書賞の件 成智祥介広島電機大学→紛コン 山田 昌孝名古屋商科大学

8. 表彰規程細則の一部改訂の件 ピュータ・システム・

編集後記惨近年にない大雪は普段目に見えない都市のさ て雪かきをする姿があちこちに見られました砂社会シス

まざまな問題を浮きぼりにしました.特に交通機関の混 テムや企業での問題も何か変事が起きると表面に出てく

乱はひどいものでした.ところが雪の多い日本海側では るようです.セキュリティの商にも十分自が向けられ，

当然、のことのように大雪への準備は常にできているので OR的な事前の解決方法はないものでしょうか砂OR教

す.雪などめったにない太平洋側でもさすがに何度も大 育の現状に目を向けた特集を組みます.来月号は主に大

雪が重なると，コチコチに凍らないよう皆で力を合わせ 学でのOR教育 6 月号は企業でのOR教育です. {J) 

Jf~I，-ilir-l/Y-f 昭和59年 3 月号第29巻(新シリーズ第 9 巻) 3 号通巻 279 号
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